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昨年報告した BWR 使用済燃料ラック体系の定常熱伝達解析手法[1]を用いて、シビアアクシデント解析手

法 MAAP との比較、及び使用済燃料の配置に依存した燃料被覆管温度評価を行い、使用済燃料プール（SFP）

水位低下時の燃料温度抑制に有効な配置の考え方を検討した。 

キーワード：SFP, BWR, 定常熱伝達解析, 燃料温度  

1. MAAP との比較 

11x11 配列稠密ラックに対する SFP 水位低

下事象の MAAP 解析結果から、プール内雰囲

気温度を入力として定常温度解析を実施した。

両者でモデル化されている解析体系は大きく異

なるが、Zr 酸化反応が生じるまでの時間におい

て、MAAP の評価温度は、定常解析によるラッ

ク内温度分布の範囲内にほぼ収まった。 

2. 被覆管最高温度の傾向分析 

7x10 及び 11x11 配列稠密ラックについて、

使用済燃料の取出後冷却日数と、SFP 水位をパ

ラメータとして、網羅的な被覆管最高温度解析

を実施した。取出直後において被覆管最高温度

はほぼ水位だけで決まり、急速に低下する崩壊

熱にほとんど依存しない。その一方で、数年後

に崩壊熱がある程度低下したところで、被覆管

最高温度は急速に低下する。 

このため、例えば 7x10 ラックに 9x9 燃料を装荷する場合、全ての BWR が停止してから 5 年以上が経

過する現在においては、いかなる SFP 水位でも燃料温度は 800℃に達しないという結論が得られた。 

3. 異なる冷却期間の燃料の混在配置 

以上では包絡的な崩壊熱をもつ使用済燃料が装荷されている場合を仮定したが、冷却期間が異なる燃料

を混在配置させることにより、崩壊熱が高い燃料の被覆管温度を効率的に抑制可能であることも示した。

高崩壊熱燃料を混在させた配置方法として、代表例とされるチェッカーボード状などのほか、ラック四隅

から最外周に沿って装荷してゆく配置方法は有効性が高いと考えられる。 
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